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船舶事故調査報告書 

 

                               令和８年９月２日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 衝突（防波堤） 

発生日時 令和７年５月１５日 ０２時２６分頃 

発生場所 北海道稚内市宗谷漁港（宗谷地区） 

 宗谷港外北防波堤灯台から真方位０５０°５３０ｍ付近 

（概位 北緯４５°３１.４′ 東経１４１°５７.２′） 

事故の概要  漁船第二十八幸
こう

政
せい

丸は、出航中、防波堤に衝突した。 

 第二十八幸政丸は、船長が負傷し、船首部が圧壊した。 

事故調査の経過 令和７年６月２６日、本事故の調査を担当する主管調査官（函館事

務所）を指名した。 

後日、１人の地方事故調査官を新たに指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 第二十八幸政丸、４.９トン 

 ＨＫ３－１２０２４３（漁船登録番号）、個人所有 

１１.８６ｍ（Lr）×３.１２ｍ×０.８５ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、４２１kＷ、平成１２年２月 

第２００－４０１３２号（船舶検査済票の番号） 

（写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船（修理後） 

 乗組員等に関する情報 船長 ７６歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日  昭和５０年５月１６日 

  免許証交付日 令和６年１２月１１日 

         （令和１２年３月７日まで有効） 

 死傷者等 重傷 １人（船長） 

スターンフラップ 
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 損傷 本船 船首部に亀裂を伴う凹損。衝突後、浅海域に流されてプロペラ

翼１枚及びスターンフラップ*1曲損、船底外板に擦過傷（写真

２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 船首部の損傷状況（本船所属漁業協同組合提供） 

防波堤 なし 

 気象・海象 気象：天気 薄い霧、風向 南東、風力 ４、視程 約５００ｍ 

海象：海上 平穏、潮汐 上げ潮の中央期 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、たこいさり漁*2の目的で、令和７

年５月１５日０２時２２分頃、宗谷漁港（宗谷地区）（以下「本件漁

港」という。）内の北西端に位置する係留場所から出航した。 

 出航時、海上に薄い霧が生じていたものの、航行に支障はなかっ

た。本船が出航した時間帯には、本件漁港を基地としてたこ
．．

いさり
．．．

漁

に従事する僚船約８０隻の全船が、各係留場所から相次いで出航して

いた。 

 本件漁港の各灯光は、灯台表（海上保安庁刊行）記載の宗谷港外北

防波堤灯台（以下、宗谷港を省略する。）以外について、稚内市が保

守管理を行っていた。（本報告書中、防波堤等の名称については、稚

内市産業部港湾空港課からの情報に基づいて記載する。）なお、本事

故時、島防波堤北西端に設置された簡易標識灯は、故障により消灯し

ていた。 

 また、本船及び僚船の数隻は、所属する漁業協同組合（以下「本件

漁協」という。）からの推奨もあり、簡易型ＡＩＳ（伝送情報量の縮

小、空中線電力の低減などＡＩＳの機能を簡略化・小型化したもの）

を装備していた。本件漁協には、ＡＩＳ受信装置が設置されており、

 
*1 「スターンフラップ」とは、船尾船底部に取り付けられた左右１対の板で、船尾から流れる水流を整え、航行中

の船体姿勢を調整したり、縦揺れを軽減したりする装置をいう。 
*2 「たこいさり漁」とは、熊手のような仕掛けのいさり

．．．
を浮きとなる樽につなぎ、海に流してたこ

．．
を漁獲する漁法

をいう。 
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ＡＩＳを装備した船舶の動静をモニターで見ることができた。（図１

参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 本件漁協のＡＩＳモニターに表示された本船の航跡 

（本件漁協提供の画像を加工したもの） 

 

 本船は、係留場所を出航後、東進して外北防波堤灯台の南方を通過

した後、東北東進して北外防波堤北東端にある簡易標識灯の南方を通

過し、北東進して島防波堤北西端に向けて航行を続け、０２時２６分

頃、同端に衝突した。本船は衝突後、西方に流された。 

 本船の前方を航行していた僚船は、後方を航行していたはずの本船

のレーダー映像が見えなくなったことから、その旨を漁業無線で各僚

船及び本件漁協に連絡し、各僚船は本船の捜索に向かった。 

 本船は、本件漁港の西北西方２海里付近の浅海域に流され、漂流し

ているところを数隻の僚船によって発見された。僚船は、浅海域で本

船に近付けなかったので、小型の船外機船が本件漁港から救助に向 

かった。 

船外機船の乗組員が本船に乗り移ったところ、船長は、操舵室の床

に足を伸ばした姿勢で座り込み、操舵室の壁に体をもたれて意識がな

い状態であった。本船は、同乗組員の操船で本件漁港に向かい、本船

が本件漁港に到着後、船長は、救急車で病院に搬送された。 

 本件漁協は、船長が病院に搬送され、本事故の状況を把握した後

に、海上保安庁に本事故発生を通報した。 

 船長は、頭部外傷、少量の硬膜下血腫と診断されて、意識のない状

態が続き、３日後に意識が戻った際、本事故時の記憶を無くしてい

た。船長は、約１か月間入院した。 

 その他の事項 (1) 船長は、約５０年前に小型船舶操縦士免許を取得し、本件漁港

簡易標識灯（消灯） 

係留 
場所 

簡易標識灯 
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 を基地として漁業に従事していた。 

(2) ふだんの出航時の喫水は、船首約０.２ｍ、船尾約１.６ｍで 

あった。 

(3) 操舵室から前方の見通しは良好であり、スターンフラップを装

備しているので、通常の航行では船首浮上はほとんど生じなかっ

た。 

(4) 本船に船外機船の乗組員が移乗した際、主機は停止していた。

船長が頭部から出血しており、操舵室内前方の正面右の窓の右側

の窓枠と船長が体をもたれていた操舵室の壁に血痕が付着してい

た。 

(5) 船長は、ふだん当日の操業場所を決めてから出航していたが、

出航中に僚船が向かう漁場を見て、また、潮の状況から、島防波

堤通過前に進路を変更して、操業場所を変更することがあった。 

(6) ふだんの出航時の操船要領等は次のとおりであった。 

  ① ＧＰＳプロッター、レーダー、ＡＩＳからの情報を重畳表示

したモニター（以下「本件モニター」という。）を監視するほ

か、灯台及び簡易標識灯の灯光を目視でも確認して、手動操舵

で操船する。 

  ② 係留場所を発進して左転し、５、６ノット（kn）（対地速力、

以下同じ。）程度の速力で北防波堤と北内防波堤との中間付近を

東進する。 

  ③ 外北防波堤灯台を通過後、速力を１２、１３kn 程度まで徐々

に上げて、北外防波堤を左舷方に見て３０～５０ｍ離す進路で

東北東進する。 

  ④ 北外防波堤北東端の簡易標識灯を通過後、１４、１５kn 程度

に速力を上げる。本件漁港西方の漁場に向かう場合は、同標識

灯を通過後に左転する。 

  ⑤ 本件漁港沖又は東方の漁場に向かう場合は、島防波堤北西端

の簡易標識灯を右舷方に見て３０～５０ｍ離すように北東進

し、本件漁港沖の漁場に向かう場合はそのまま直進する。本件

漁港東方の漁場に向かう場合は島防波堤の北方沖にある瀬を越

えてから右転する。 

（図２ 参照） 
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(7) 本船が衝突した島防波堤の北西端には簡易標識灯（黄光、４秒

１閃、光達距離５.５km）が設置されていたが、令和６年の冬季に

流氷等により破損した。 

同年４月２５日に応急対応用の簡易標識灯（白光、４秒１閃、

光達距離３km）が設置されたものの、本事故時は故障により消灯

していた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

 本船は、簡易ＡＩＳの航跡記録から、夜間、船長が手動操舵で本件

漁港から出航中、島防波堤北西端に向かって進行していることに気付

かなかったことから、同端に衝突したものと考えられる。 

 本事故時の航跡（図１）とふだんの出航状況（図２）を比較する

と、本船は、北外防波堤北東端の簡易標識灯を通過するまで、ほぼふ

だんと同じ進路で進行していることから、同標識灯を通過後、島防波

堤北西端に接近する進路となったものと考えられる。 

 本船は、次のことから、島防波堤北西端に接近する進路となった可

係留場所 

簡易標識灯 
（消灯） 

0 300m 

図２ 本船のふだんの出航状況 
（○は簡易標識灯を、○の色は灯火の色を示す） 

 

北海道 

進路を変更する 
場合あり 
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能性があると考えられる。 

(1) 夜間の出航時に針路目標としていた島防波堤北西端の簡易標識

灯が消灯していた。 

(2) 船長は、出航後に僚船の動向や潮の状況を見て、目的漁場を変

更するか否かに気をとられたことから、本件モニターを活用した

船位の確認を十分に行わなかった。 

原因  本事故は、夜間、本船が手動操舵で本件漁港から出航中、船長が、

本件モニターを活用した船位の確認を十分に行わなかったため、簡易

標識灯が消灯中の島防波堤北西端に向かって本船が進行していること

に気付かず、本船が同端に衝突した可能性があると考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

 ・船長は、夜間の出入港時に、針路目標とする灯光が視認できない

場合は、目視のみに頼らず、レーダーやＧＰＳプロッター等の機

器を活用し、防波堤等の障害物から十分な離隔距離を確保して航

行すること。 

 ・船長は、他船の異常な動静や、事故発生を認めた際は、速やかに

海上保安庁に通報すること。 
 


